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私は一連の論文でファシクル１からファシクル６まで何らかの詩人の意図
を示す統一性があるのか論じてきたのであるが，このファシクル７でも今ま
でと同じような体験をしている。一見すると混沌としていて何の統一性も無
いように思えるが，しかし今までのファシクルの読みがそうであるように，
論文にまとめなければならないという義務に追い詰められて読み込んでいく
と，詩人の編集者としての意図がじょじょに垣間見えてくる。
 夏を扱ったファシクル５，秋を扱ったファシクル６に続いてこのファ
シクルは冬を扱っている。( 2 ，3 ，7 ，8 ，18 ）このファシクルも季節の循
環を扱ったファシクルの一つなのではないか。
 また季節ではなく一日の時の流れの観点に絞ると，このファシクルで
は夜から朝にかけての時の流れが特に強調されて扱われているように思える。
( 1 ，2 ，3 ，4 ，6 ，10 ，11 ，12 ，16 ，20 ）Morning, Noon, Day, Night の
語群が花と同じく膠のようにこのファシクルを束ねる役割を果たしている。
 今までのファシクルと同じく死とか墓が出てくるのであるが，このフ
ァシクルでは「逝く」という生から死への動きが描かれているように思える。
( 2 ，5 ，7 ，8 ，11 ，13 ，14 ，15 ，19 ，20 ）
 5 ，7 ，8 ，10 ，11 ，14 ，16 ，17 ，18 ，19 などで，花がファシク
ル全体を一つの絡まりとするかのように多用されている。
個個の詩を読んでいこう。
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中 井 紀 明
甦る編集者エミリー・ディキンスン
ファシクル７
─ ─
Fascicle 7
1 59(145)
A little East of Jordan,
Evangelists record,
A Gymnast and an Angel
Did wrestle long and hard―
Till morning touching mountain―
And Jacob, waxing strong,
The Angel begged permission
To Breakfast―to return !
Not so, said cunning Jacob !
“I will not let thee go
Except thou bless me”―Stranger !
The which acceded to―
Light swung the silver fleeces
“Peniel” Hills beyond,
And the bewildered Gymnast
Found he had worsted God!
旧約聖書（創世記32）の良く知られたヤコブの話に基づいたこの詩がこのフ
ァシクルの冒頭に置かれている意味があるかどうか考えなければならない｡
「A Gymnast」というのはヤコブ,「an Angel」というのは神である。夜明
けまで格闘しても勝負がつかず，神のほうが朝食に戻る許可を求める｡「ず
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るい」ヤコブは「私を祝福してくれる」という条件で，神を放免する。これ
は創世記の話に戻って説明しなければならない。ヤコブの父イサクは年をと
り目がかすんで見えなくなってきた。それでヤコブの兄エサウを呼び，エサ
ウが狩をして獲たものを食べてエサウを「祝福」して死にたいという。これ
を聞いていたエサウとヤコブの母リベカは計略を企てイサクの祝福をヤコブ
に与えてしまう。ヘブライ人の考えによると，一度口にした約束とか祝福，
誓いは放たれた矢のようで，取り返し，取り消し，変更ができなかった。ま
たヤコブは神の「ひいき」を受けることは神によって母リベカに予告されて
いた。(創世記25：23）兄が弟に仕えるという神の予言は弟が兄を欺く「ず
るさ」を織り込み済みのことではなかったのか。神の顔（ペヌエル）を見る
と生きていることはできない（出エジプト記33：20）と言われているのに，
ヤコブは神を負かし生き続けている。このヤコブの特別性は何なのだろうか。
生にまとわりつくように偏在する死を絶えず意識せざるをえない詩人にとっ
てはこの「神しだい」というファシクル６で扱われていたテーマがファシク
ル６を引き継ぐかのように冒頭で扱われている。またもう一つ注目すべきこ
とは,「神の顔を見る」というテーマがこのファシクルの最後の詩で再び出
てくることである。神の顔を見ても生きる人と死ぬ人がいる。その基準は
「神しだい」ということに過ぎない。この運命の中での人間の生なのである。
冒頭と最後の詩のフレームの中でファシクル７は語られていく。
2 148(146)
All overgrown by cunning moss,
All interspersed with weed,
The little cage of “Currer Bell”
In quiet “Haworth” laid.
This Bird―observing others
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When frosts too sharp became
Retire to other latitudes―
Quietly did the same―
But differed in returning―
Since Yorkshire hills are green―
Yet not in all the nests I meet―
Can Nightingale be seen―
Or
Gathered from many wanderings―
Gethsemane can tell
Thro’ what transporting anguish
She reached the Asphodel !
Soft falls the sounds of Eden
Opon her puzzled ear―
Oh what an afternoon for Heaven,
When “Bronte” entered there !
この詩は “Charlotte Bronte’s Grave” という題で1896年出版の詩集に収め
られている。たぶんブロンテが亡くなって５年目の３月31日かその近くに書
かれたもので，原稿には第三節と第四節の間に “Or” の書き込みがある。
1896年詩集は “Or” を省略して５節の詩として扱っている。“Or” の書き込
みを無視しない場合には，この詩はまだ詩人の編集中のものという考えもで
きる。つまり，１，２，３の節からなる詩にしようか，１，４，５の節から
なる詩にしようか詩人が迷ったと考えるのだ。まだ脱稿していないことを示
す箇所は他にもいくらも出てくるので，私はこの詩は５節からなる詩ではな
く，１，２，３か１，４，５の三節の詩だと思う。
英米評論 № 24
198
─ ─
三節からなるいずれの詩にしても，このファシクルの中の詩としてしっか
り役割を果たしている。第二節の入った詩のほうでは “When frosts too sharp
became” でこのファシクルの季節（冬）が明示される。第４節の入った詩の
ほうではエルサレムの近くの「花」園（ゲッセマネ）や極楽に咲く不死の
「花」が出てくる。生の象徴としての花を冬に思うというこのファシクルの
テーマに二つの選択肢とも合致していることを記しておきたい。
3 100(147)
A science―so the Savans say,
“Comparative Anatomy”―
By which a single bone―
Is made a secret to unfold
Of some rare tenant of the mold―
Else perished in the stone―
So to the eye prospective led,
This meekest flower of the mead
Opon a winter’s day,
Stands representative in gold
Of Rose and Lily, manifold,
And countless Butterfly !
この詩の中にはこのファシクルを束ねる膠としての「花」と「冬」を示す語
が共に出てきている。第二節が詩人の主張したいことなのだが，この冬に咲
いている花は春に咲く花や蝶の前触れであり，冬という死の中での再生への
希望なのだ。
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4 101(148)
Will there really be a “Morning”?
Is there such a thing as “Day”?
Could I see it from the mountains
If I were as tall as they?
Has it feet like Water lilies?
Has it feathers like a Bird?
Is it brought from famous countries
Of which I have never heard?
Oh some Scholar ! Oh some Sailor !
Oh some Wise Men from the skies !
Please to tell a little Pilgrim
Where the place called “Morning” lies !
このファシクルでは二つの時の流れが取り上げられている。一つは春夏秋冬
という一年の中での季節の流れである。われわれはすでにファシクル５は夏，
ファシクル６は秋を扱っていることを見てきたが，このファシクルでは時は
冬である。もう一つは一日の中の時の流れ（夜，朝，昼）がこのファシクル
には出てくる。朝，昼，夜の流れもあるが，夜，朝，昼のほうが多いのは，
いま冬であることに呼応しているのであろう。夜は一日の中では死にあたり，
朝甦って，昼に盛りを迎えて，再び夜に死を迎えるということだろう。毎日
繰り返し確実に戻ってくる目には見えることのない時の不思議な素晴らしい
一点を視覚で捉えられる場所として把握したいという願望がこの詩の中では
述べられている。それほど死を思わせる暗闇から定期的に確実に出現してく
る朝は場所として視覚的に把握したい奇跡なのだ。
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5 102(149)
Great Caesar ! Condescend
The Daisy, to receive,
Gathered by Cato’s Daughter,
With your majestic leave !
カトーの娘とはブルータスの妻ポーシャのことであるが，ここでは詩人自身
かもしれない。小カトー (9546 B. C.) に共鳴して彼が加担して暗殺に至っ
たシーザー (10044 B. C) を弔っているのだろうが，伝記的な意味で小カト
ーにしてもシーザーにしてもディキンスンにしか分からない人物が背景にい
るのかもしれない。春に墓地に咲く花を想像上の中で「シーザー」に備えて
いる。いずれにしても春にすることを冬に思っている詩である。
6 103(157)
I have a King, who does not speak―
So―wondering―thro’ the hours meek
I trudge the day away―
Half glad when it is night― and sleep―
If, haply, thro’ a dream, to peep
In parlors, shut by day.
And if I do―when morning comes―
It is as if a hundred drums
Did round my pillow roll,
And shouts fill all my childish sky,
And Bells keep saying “Victory”
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From steeples in my soul !
And if I dont―the little Bird
Within the Orchard, is not heard,
And I omit to pray
“Father, thy will be done” today
For my will goes the other way,
And it were perjury !
この詩は夜から朝にかけての時の流れを扱った難解な詩である。しゃべらな
い王とは誰だろうか。刺激的な研究書 William H. Shurr の The Marriage of
Emily Dickinson : A Study of the Eascicles. Lexington : University Press of
Kentucky, 1983 の助けを借りることが必要かもしれない。この書の著者に
よればディキンスンは当時一人の結婚している牧師と不倫をしていて，ファ
シクル群の多くで “you” はその牧師だというのである｡「一人の王」という
のはこの妻のいる牧師としよう。妻のある身で信者の娘に「手を出した」の
であるから，良心の呵責もあるであろう，あまり「しゃべらない」のも無理
は無い。その相手の時に優柔不断とも思えるような態度に詩人自身は昼間目
覚めている時を悶々として過ごしている。物言わぬがゆえに昼間では把握で
きない彼の本心が夜に夢の中で偶然見ることができるかも知れないと思うと，
夜が来て眠るのがちょっと嬉しくなる。もし実際夢を見ようものなら，朝私
は大変な高揚した気持ちで目覚めることになる。しかし夢を見ないときは，
幸せな気分にならなくて,「主の祈り」を語ることも忘れる。それどころで
はない気持ちになるからだ。とこの詩は読めるだろう。ほとんど完全にこの
詩を説明できると私には思える。
きわめて私的な，それとは分からないようにした，暗号としての伝記的な
事実をこのファシクルの中のこの位置に置いて詩人は何をしようとしている
のかということが問題である。シャーの議論は大変示唆に富んでいて,「文
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脈」が分からないだけに難解な多くの詩に驚くような明察を与えてくれるこ
とが多い。ただファシクルという文脈の中にある特定の詩を説明する力が弱
いような気がする。ただこの難解な詩の解説としてはきわめて説得的なもの
であるので，ここでは感謝を込めて彼の助けを借りることにする。私の本稿
の文脈で言えば，夜から朝にかけての時の流れを扱っている詩がいくつも出
てきているこのファシクルで，特異な「熱い」恋の情念の流れであるとだけ
記しておこう。
7 104(158)
Where I have lost, I softer tread―
I sow sweet flower from garden bed―
I pause above that vanished head
And mourn.
Whom I have lost, I pious guard
From accent harsh, or ruthless word―
Feeling as if their pillow heard,
Though stone !
When I have lost, you’ll know by this―
A Bonnet black―A dusk surplice―
A little tremor in my voice
Like this !
Why, I have lost, the people know
Who dressed in flocks of purest snow
Went home a century ago
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Next Bliss !
この詩も多くのファシクルに現れてくる墓場にたたずむ詩であるが，このフ
ァシクルの統一性に三点から貢献するようにここに入れられている。この
ファシクルの他の詩群にも使われている「花」が出てきている，冬を表す
「雪」という語が出てきている，そして最後の節で動きのある「逝った」
という面が死について強調されている。
8 149(159)
She went as quiet as the Dew
From an Accustomed flower.
Not like the Dew, did she return
At the Accustomed hour !
She dropt as softly as a star
From out my summer’s Eve―
Less skillful than Le Verriere
It’s sorer to believe !
7 の最後に使われている語と同じ語 (“went”) が使われて，これも人が「逝
った」詩になっている。季節の語は冬につながる語ではなく，“summer’s
eve” であるが，これはこのファシクルの統一性を乱すものではない｡「夏」
に「逝った」彼女を冬に悼んでいるのであろう。
9 105(160)
To hang our head―ostensibly―
英米評論 № 24
204
─ ─
And subsequent, to find
That such was not the posture
Of our immortal mind―
Affords the sly presumption
That in so dense a fuzz―
You―too―take Cobweb attitudes
Opon a plane of Gauze !
この詩には他の多くの詩に見られる「季語」が無いように思えるが，二節の
二行目の “in so dense a fuzz” は「厚い綿毛に包って」という意味だとすれ
ば，冬の季語だろう。
10 106(161)
The Daisy follows soft the Sun―
And when his golden walk is done―
Sits shyly at his feet―
He―waking―finds the flower there―
Wherefore―Marauder―art thou here?
Because, Sir, love is sweet !
We are the Flower―Thou the Sun!
Forgive us, if as days decline―
We nearer steal to Thee!
Enamored of the parting West―
The peace―the flight―the Amethyst―
Night’s possibility !
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朝に開花するからデイジーは古英語で “day’s eye” という意味である。太陽
に依存しつつ太陽を利用している。この関係を詩人は男女の愛に置き換えて
語る。デイジーは昼間慕う恋人の愛の恵を一身に浴び，日が傾くにつれて恋
人に寄り添い，夜の可能性に魅せられる。夜の可能性とはなんだろうか。こ
れは愛の成就であり，生の誕生ではないだろうか。朝再生して，昼にピーク
を迎え，夕や夜に向かって衰えていき，そして夜の眠り（死）という一日の
サイクルの中に夜の可能性として，新たな生の誕生が加わるのである。
11 60(150)
Like her the Saints retire,
In their Chapeaux of fire―
Martial as she !
Like her the evenings steal
Purple and Cochineal
After the Day!
“Departed”―both―they say !
i.e, gathered away,
Not found,
Argues the Aster still―
Reasons the Daffodil
Profound !
この詩も「逝く」｢夜という死を迎える」ことが一日のサイクル（朝の蘇り，
昼の盛り，夜の死）を背景に全てを目撃しているえぞ菊と水仙の視点から語
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れる。一節と二節の最初に出てくる彼女とは誰なのか分らないけれど，“the
Saints” や “evenings” そして彼女が「逝った」ということは確実なことであ
る。
12 61(151)
Papa above !
Regard a mouse
O’erpowered by the Cat !
Reserve within thy kingdom
A “Mansion” for the Rat !
Snug in seraphic Cupboards
To nibble all the day,
While unsuspecting Cycles
Wheel solemnly away!
この詩は「主の祈り」とこのファシクルの主題である時の流れ（季節の流れ
と一日の流れ）(“unsuspecting Cycle”) を背景に天国への思いを対比させて
いる。
13 107(152)
‘Twas such a little―little boat
That toddled down the bay !
‘Twas such a gallant―gallant sea
That beckoned it away !
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‘Twas such a greedy, greedy wave
That licked it from the Coast―
Nor ever guessed the stately sails
My little craft was lost !
この詩も天に逝くという動きを扱った詩である。
14 62(153)
“Sown in dishonor” !
Ah! Indeed !
May this “dishonor” be?
If I were half so fine myself
I’d notice nobody !
“Sown in corruption” !
Not so fast !
Apostle is askew!
Corinthians I. 15. narrates
A Circumstance or two!
これは春には確実に再生する球根との対比の中で，人間の再生を考えたもの
である。
15 150(154)
She died―this was the way she died.
And when her breath was done
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Took up her simple wardrobe
And started for the sun.
Her little figure at the gate
The Angels must have spied,
Since I could never find her
Opon the mortal side.
これも「彼女が逝く」という多くの詩の中の一つである。
16 63(155)
If pain for peace prepares
Lo, what “Augustan” years
Our feet await !
If springs from winter rise,
Can the Anemones
Be reckoned up?
If night stands firstst―then noon
To gird us for the sun―
What gaze !
When from a thousand skies
On our developed eyes
Noons blaze !
この詩で注目すべきことはこのファシクルの時の流れの二つ（夜から朝・昼
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へ，冬から春へ）がこの詩の中で合流していることである。苦痛から平穏が
生まれるなら今の筆の苦しみがなんという文運隆盛期を産み出すことになる
か。そしてこの類推から，苦しみの冬から花の誕生する春への移行という季
節の流れと，夜から太陽の出る朝・昼へという流れが語られる。
17 108(156)
Surgeons must be very careful
When they take the knife !
Underneath their fine incisions
Stirs the Culprit―Life !
生命が「埋もれている」のは人間の場合も植物の場合も一緒だ。人間は肉体
に，植物は地中だ。
18 64(162)
Some Rainbow―coming from the Fair !
Some Vision of the World Cashmere―
I confidently see !
Or else a Peacock’s purple Train
Feather by feather―on the plain
Fritters itself away !
The dreamy Butterflies bestir !
Lethargic pools resume the whirr
Of last year’s sundered tune !
From some old Fortress on the sun
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Baronial Bees―march―one by one―
In murmuring platoon !
The Robins stand as thick today
As flakes of snow stood yesterday―
On fence―and Roof―and Twig !
The Orchis binds her feather on
For her old lover―Don the sun!
Revisiting the Bog!
Without Commander ! Countless ! Still !
The Regiments of Wood and Hill
In bright detachment stand !
Behold, Whose Multitudes are these?
The children of whose turbaned seas―
Or what Circassian Land?
冬の中からあちこちで動き出した春の息吹を捕らえた詩である。春の色づき
だした平原，蝶，たまり水，男爵蜂，駒鳥，蘭，どことなく太陽までがいろ
っぽくなっている。森や岡までも明るく目立っている。
19 109(163)
By a flower―By a letter―
By a nimble love―
If I weld the Rivet faster―
Final fast―above―
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Never mind my breathless Anvil !
Never mind Repose !
Never mind the sooty faces
Tugging at the Forge !
これは天国に行くことの不確かさ，つまり，このファシクルの冒頭の詩で確
認したことであるが，天国に行けるかどうかは神様しだいということを言っ
ている。一輪の花を差し出しても，一通の手紙を出しても，愛をすぐに差し
出しても天上への保証は無いということである。
20 65(164)
I cant tell you, but you feel it―
Nor can you tell me―
Saints, with ravished slate and pencil
Solve our April Day !
Sweeter than a vanished Frolic
From a vanished Green!
Swifter than the Hoofs of Horsemen
Round a Ledge of Dream!
Modest―let us walk among it―
With our “faces veiled”―
As they say, polite ‘Archangels’
Do in meeting God!
Not for me―to prate about it !
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Not for you―to say
To some fashionable Lady
“Charming April Day” !
Rather, Heaven’s ‘Peter Parley,’
By which Children―slow―
To sublimer Recitation―
Are prepared to go !
季節を冬に設定したこのファシクルの中で，後半部になってから冬から進
んで春になるという設定が出てくる。この詩の「あなた」と「私」が誰かは
知りえないが，二人は人間であることは間違いない。昨年の春より甘美な素
晴らしい春の一日にすばやく遭遇して，その背後に神を感じている。自然の
単なる春の再生ではなくそこに神の御業，神の顔を感じている。だから冒頭
の詩とは違って，特別のひいきを得ているヤコブとは違って，神との関係に
自信を持てない「私」は顔をベールで隠して春の中に出て行くことを「あな
た」にも提案する。ヤコブとは違う「私たち」はあくまでも謙虚にならなけ
ればならない。神のお恵みである春と競うかのように華やかなご婦人に声を
かけるなどというのはお互いに自戒しよう。それどころか天国向けの規範に
従ってこの春の中で控えめに生きていこうと語りかける。
フランクリンによるとこれらの詩群はすべて「1860年の早い時期」｢1860
年春頃」に書かれたことになっている．彼が言っているようにただ単に時代
順に並べていると言えるかもしれないが，このファシクルには統一的なファ
シクルとして編集者の意図がうかがわれるということを私は書きとめた気で
いる。
甦る編集者エミリー・ディキンスン
213
─ ─
英米評論 № 24
214
Following Fascicle 5 (summer) and Fascicle 6 (autumn), Fascicle 7 is in
winter. These fascicles are apparently following the cycle of seasons. Ten
poems in this fascicle deal with the passing of time from night to morning.
Seasonal movement from winter to spring and daily movement of time from night
to morning are significantly presented as yearly and daily rebirth.
In contrast the ubiquitous passing of human lives into death appears in ten
poems.
NAKAI, Noriaki
Emily Dickinson as Conscious
Editor of Fascicle 7
